
残像の仕組み

軌跡が残る

背　　景

差　　分

どういう仕組み？？

まず背景を設定。

映　　像

次に、撮影した映像と背景の差を求め保存。

差分保存

保存した差分を撮影した映像と合成。

また撮影した映像と背景の差分を求め保存。

差分保存

差分合成

これを繰り返すと千手観音のように残像が。

同期処理

つまり、多数のカメラで撮影した映像の差分を
とるタイミングを同期しないと残像を立体視す
ることはできない。

多数台のプロジェクタから投影される映像の
タイミングがずれているとスクリーン上はバ
ラバラな映像が映るだけで立体視できない。

どのように同期するの？？
サーバ PC から多数のカメラと接続されている
ＰＣに一斉に同期メッセージを送る。

同期メッセージを受け取ったら差分を保存。

同期メッセージ

サーバ PC

サーバから差分をとる

残像を立体視可能に。

タイミングを制御することで

立体視の多視点化

多視点化を行うには？？

・・・・

・・・・

・・・・

複数台のカメラ・プロジェクタを用意。

レンズを
瞳の幅ずつ離して撮影

照射口を
瞳の幅ずつ離して投影

カメラ

プロジェクタ

私たちのシステムでは･･･

レンティキュラスクリーンを用いると

カメラとプロジェクタが最低でも 2 台ずつ必要。

この場合、ある１つの点で立体視が可能。

カメラ 6 台、プロジェクタ 6 台を使用。
顔を少しすつずらしていくと、角度の異なる立体映
像を得ることができる！！

１つのカメラに対し、１つのプロジェクタを割り当てる。

レンティキュラスクリーンにより
　多数の点で立体視できる！！

こういう動きをしたら
スクリーンの中の自分はこうなる

多数の点から動画の立体映像を見ることができるシステムを応用

残像コンテンツ

被写体の軌跡が立体視できる立体残像システムへ

大画面には現実では体験できない世界が広がっている･･･

～残像 ～


